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──周作クラブ会報──

◆
遠
藤
関
連
図
書
の
御
案
内

　

大
久
保
房
男
著

　
『
戦
前
の
文
士
と
戦
後
の
文
士
』

紅
書
房　

定
価
２
、３
０
０
円
＋
税

　
　

長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
の
玄
関
先
に

飾
ら
れ
る
「
遠
藤
周
作
文
学
館
」
の
看
板

文
字
を
揮
毫
し
た
元
「
群
像
」
編
集
長
の

大
久
保
房
男
氏
に
よ
る
最
新
刊
で
す
。
遠

藤
周
作
の
慶
應
で
の
先
輩
で
あ
る
と
同
時

に
、
遠
藤
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
の
新
人

た
ち
の
後
ろ
盾
と
も
な
っ
た
「
純
文
学
の

鬼
」
に
よ
る
、
戦
後
文
壇
史
。
も
ち
ろ
ん

遠
藤
周
作
も
あ
ち
こ
ち
に
登
場
し
ま
す
。

◆
軽
井
沢
高
原
文
庫
の
お
知
ら
せ

　

軽
井
沢
高
原
文
庫
（
館
長
・
加
賀
乙
彦
）

で
、
７
月
14
日（
土
）か
ら
10
月
８
日（
月
）

ま
で
、
夏
季
特
別
展
「
北
杜
夫
展
～
美
し

い
夢
と
ユ
ー
モ
ア
、
ふ
た
た
び
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
７
月
14
日（
土
）か
ら
９

月
23
日（
日
）ま
で
、
高
原
文
庫
の
庭
の
一

郭
に
建
つ
堀
辰
雄
山
荘
で
、「
北
杜
夫
昆

虫
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　

な
お
開
期
中
、
以
下
の
二
つ
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
遠
藤
周
作
と
親
し

か
っ
た
北
杜
夫
は
、
昨
年
10
月
に
84
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
人
と
文
学
、

ま
た
昆
虫
少
年
・
青
年
だ
っ
た
北
杜
夫
を
、

ぜ
ひ
偲
ん
で
下
さ
い
。

①�

「
軽
井
沢
高
原
文
庫
の
会
」

�

７
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
～

テ
ー
マ
「
躁
と
う
つ
の
人
生
」。
な
だ

い
な
だ
氏
（
作
家
・
精
神
科
医
）
と
斎

藤
由
香
さ
ん
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
北
杜

夫
長
女
）の
対
談
。
終
了
後
ガ
ー
デ
ン
・

パ
ー
テ
ィ
ー
。

会
費
２
０
０
０
円
。

②�

「
高
原
文
学
サ
ロ
ン
」

８
月
25
日（
土
）
午
後
２
時
～

テ
ー
マ「
劇
団
樹
座
の
名
優
・
北
杜
夫
」。

北
杜
夫
夫
人
と
周
作
ク
ラ
ブ
幹
事
の
加

藤
宗
哉
・
宮
辺
尚
氏
の
鼎
談
。「
樹
座
」

の
愉
快
な
思
い
出
と
、
遠
藤
周
作
と
樹

座
の
話
も
聞
け
る
予
定
で
す
。
終
了
後

野
外
で
懇
親
会
予
定
。

会
費
１
５
０
０
円
。

□
い
ず
れ
も
会
員
・
会
費
制
で
予
約
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
軽
井
沢
高
原
文
庫
ま
で
。

０
２
６
７-

４
５-

１
１
７
５

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

「﹃
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
﹄
を
読
む
」

日　

時�

７
月
14
日
、
９
月
８
日

�
�
�
�

午
後
3
時
20
分
～
４
時
50
分

�
�
�
�

（
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

場　

所�

幼
き
イ
エ
ス
会

�
�
�
�

（
四
谷
駅
麹
町
口
前
）

�
�
�
�
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講　
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山
根
道
公

受
講
料�

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み　

風
編
集
室

�
�
�
�
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内　

容�

『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』
を

テ
キ
ス
ト
に
、
キ
リ
ス
ト
教
作
家

と
し
て
病
床
か
ら
復
帰
し
た
遠
藤

氏
が
込
め
た
思
い
を
探
り
な
が

ら
、
混
迷
す
る
現
代
を
生
き
る
私

た
ち
に
光
を
与
え
て
く
れ
る
物
語

を
読
み
解
き
ま
す
。

◆
「
会
報
」
原
稿
募
集

　
　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

　
　

遠
藤
周
作
の
人
と
作
品
に
関
す
る
こ
と

で
し
た
ら
、
何
で
も
結
構
で
す
。
原
稿
の

分
量
は
約
９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ

る
い
は
、
１
８
０
０
字
（
一
ペ
ー
ジ
分
）

で
お
願
い
し
ま
す
。写
真
が
入
る
場
合
は
、

そ
の
分
原
稿
を
少
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

原
稿
の
冒
頭
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
・

タ
イ
ト
ル
を
お
忘
れ
な
く
。
必
ず
下
記
の

周
作
ク
ラ
ブ
事
務
所
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

な
お
採
否
は
ご
一
任
く
だ
さ
い
。ま
た
、

原
稿
に
は
編
集
部
で
手
を
入
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
47
号

�

２
０
１
２
年
６
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
こ
の
号
の
編
集
者

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
岡
田
厚
美
、

近
藤
恭
弘
、
太
原
正
裕（
HP
）

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

�

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
８
月
の
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

◆
編
集
後
記

▼
本
号
の
記
事
は
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
の

新
展
示
の
紹
介
と
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
模
様
、

そ
れ
に
伴
う
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
が
メ
イ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
文
学
館
が
２
年
に
一
度
展
示

替
え
を
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
周
作
ク

ラ
ブ
で
は
長
崎
を
訪
ね
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
も
賑
や
か
で
楽
し
い
旅
と
な
り
ま

し
た
。
周
作
ク
ラ
ブ
長
崎
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
、

す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
り
ま
し
た
。

▼
原
点
の
旅
は
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
毎

回
天
候
は
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
で
す
。
今
回
も

事
前
の
予
報
で
は
ま
あ
ま
あ
。
初
日
は
お
だ
や
か

な
初
夏
の
日
和
で
、
珍
し
く
お
天
気
つ
づ
き
か
な

と
思
い
ま
し
た
が
、
翌
日
の
夕
方
か
ら
怪
し
く
な

り
、
３
日
目
の
朝
は
小
雨
。
金
環
蝕
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
一
行
は
が
っ
か
り
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
時
刻
、
一
瞬
東
の
空
の
雲
が
薄
く
な
り
、

黒
い
グ
ラ
ス
な
し
で
日
蝕
が
チ
ラ
リ
と
顔
を
出
し

た
と
い
う
の
で
す
。

▼
あ
き
ら
め
て
朝
風
呂
に
入
っ
て
い
た
私
は
、
見

は
ぐ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
あ
ほ
と
ん
ど
の
人

が
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
。
い
か
に
も
遠
藤
先
生

の
イ
タ
ズ
ラ
、
だ
と
お
も
い
ま
せ
ん
か
。�

（
劔
）

◆
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
に
入
会
し
ま
せ
ん

か
。
年
会
費
（
９
月
～
翌
年
８
月
）

は
３
千
円
で
す
。
年
４
回
、
遠
藤
文

学
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
載
る
こ

の
会
報
が
送
ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主

催
す
る
勉
強
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
遠

藤
文
学
の
足
跡
を
訪
ね
る
旅
行
会
な

ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
若

い
人
も
大
歓
迎
で
す
。
ま
た
会
員
の

方
も
、
ど
う
ぞ
ご
家
族
や
友
人
、
知

人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
下
記
の
加

藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

ま
で
お
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
下
さ
れ

ば
、
折
返
し
会
費
振
込
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
。


